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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS T 9203:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，平成 29 年 10 月 19 日までの間は，工業標準化法第 19 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS

マーク表示認証において，JIS T 9203:2010 によることができる。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 T 9203：2016 
 

電動車椅子 

Electric wheelchairs 

 
序文 

この規格は，1977 年に制定され，その後 5 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2010 年に

行われたが，その後のリクライニング機構及びティルト機構を装備した自操用座位変換形電動車椅子の増

加に伴い，座位変換形に対応するために改正した。2014 年に第 3 版として発行された ISO 7176-1，2001

年に第 2 版として発行された ISO 7176-2，2012 年に第 3 版として発行された ISO 7176-3，2008 年に第 3

版として発行された ISO 7176-4，2001 年に第 2 版として発行された ISO 7176-6，2014 年に第 2 版として

発行された ISO 7176-8，2008 年に第 2 版として発行された ISO 7176-10，2012 年に第 2 版として発行され

た ISO 7176-11，1989 年に第 1 版として発行された ISO 7176-13，2008 年に第 2 版として発行された ISO 

7176-14，1996 年に第 1 版として発行された ISO 7176-15，2014 年に第 2 版として発行された ISO 7176-22，

2007 年に第 1 版として発行された ISO 7176-26 を翻訳し，技術的内容を変更して作成した日本工業規格で

ある。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JE に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，電動車椅子の最高速度が 6 km/h 以下のうち，電動車椅子形式分類（附属書 JA 参照）の自

操用標準形電動車椅子（以下，標準形という。），自操用簡易形電動車椅子（以下，簡易形という。）並びに

リクライニング機構（図 JA.1 参照）及びティルト機構（図 JA.3 参照）を装備した自操用座位変換形電動

車椅子（以下，座位変換形という。）について規定する。ただし，自操用座位変換形電動車椅子のうち昇降

機構，旋回機構，スタンドアップ機構のもの及びハンドル形電動車椅子は除く。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 7176-1:2014，Wheelchairs－Part 1: Determination of static stability 

ISO 7176-2:2001，Wheelchairs－Part 2: Determination of dynamic stability of electric wheelchairs 

ISO 7176-3:2012，Wheelchairs－Part 3: Determination of effectiveness of brakes 

ISO 7176-4:2008，Wheelchairs－Part 4: Energy consumption of electric wheelchairs and scooters for 

determination of theoretical distance range 

ISO 7176-6:2001 ， Wheelchairs － Part 6: Determination of maximum speed, acceleration and 

deceleration of electric wheelchairs 

ISO 7176-8:2014，Wheelchairs－Part 8: Requirements and test methods for static, impact and fatigue 

strengths 

ISO 7176-10:2008，Wheelchairs－Part 10: Determination of obstacle-climbing ability of electrically 


